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Abstract.  Based on the literature published between 1927 and 2010 and an examination of new 
material of the specimens collected from Japanese marine fishes, a checklist is compiled for the 
following 32 nominal species and some unidentified species of the copepod genus Caligus from 
Japanese fishes: Caligus aesopus, C. bonito, C. brevis, C. calotomi, C. cordiventris, C. coryphae­
nae, C. cybii, C. dasyaticus, C. epinepheli, C. fistulariae, C. fugu, C. glandifer, C. hoplognathi, C. 
lalandei, C. laticaudus, C. latigenitalis, C. longipedis, C. macarovi, C. mebachii, C. orientalis, C. 
oviceps, C. pagrosomi, C. pelamydis, C. polycanthi, C. productus, C. punctatus, C. quadratus, C. 
sclerotinosus, C. seriolae, C. spinosus, C. tanago, C. triangularis, and Caligus spp. Information 
on C. undulatus reported in plankton is also included. This checklist contains information for each 
Caligus species regarding its host(s), attachment site(s), known geographical distribution in Japa-
nese waters, and references. The new material consisted of: Caligus fistulariae from two fistulariid 
fishes, Fistularia petimba and F. commersonii (new host); Caligus fugu from two tetraodontid 
fishes, Takifugu poecilonatus (new host) and Lagocephalus wheeleri (new host); Caligus poly­
canthi from one monacanthid fish, Aluterus scriptus (new host); and Caligus punctatus from one 
tetraodontid fish, Takifugu niphobles (new host). Twenty-three, 17, 10, 5, and 2 nominal species 
of Caligus have been found, respectively, in the North Pacific Ocean, Seto Inland Sea, East China 
Sea, Sea of Japan, and Sea of Okhotsk.
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(要約 )

　1927–2010年に出版された文献に加えて , 筆者らが海水魚から採集した標本の観察結果に基づき，日本産
魚類から記録されたウオジラミ属カイアシ類32種と未同定種に関する情報 (異名リスト，宿主，寄生部位，
地理的分布 )を種ごとに整理した : ヒラマサウオジラミ (新称 ) Caligus aesopus, カツオウオジラミ (新称 ) C. 

bonito, ベラウオジラミ (新称 ) C. brevis, ブダイウオジラミ (新称 ) C. calotomi, ニザダイウオジラミ (新称 ) 

C. cordiventris, シイラウオジラミ (改称 ) C. coryphaenae, ナンカイウオジラミ (新称 ) C. cybii, アカエイウ
オジラミ (新称 ) C. dasyaticus, ハタウオジラミ (新称 ) C. epinepheli, ヤガラウオジラミ (新称 ) C. fistulariae, 

フグウオジラミ (新称 ) C. fugu, カガミダイウオジラミ (新称 ) C. glandifer, イシダイウオジラミ (新称 ) C. 

hoplognathi, モジャコウオジラミ (新称 ) C. lalandei, シイノウオジラミ (新称 ) C. laticaudus, クロダイウオ
ジラミ (新称 ) C. latigenitalis, シマアジウオジラミ (新称 ) C. longipedis, サンマウオジラミC. macarovi, メ
バチウオジラミ (改称 ) C. mebachii, トウヨウウオジラミ (新称 ) C. orientalis, エンガンウオジラミ (新称 ) 
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C. oviceps,  マダイウオジラミ (新称 ) C. pagrosomi, サワラウオジラミ (新称 ) C. pelamydis, モンガラカワハ
ギウオジラミ (新称 ) C. polycanthi, ガイヨウウオジラミ (新称 ) C. productus, ゴマフウオジラミ (新称 ) C. 

punctatus, タイカイウオジラミ (新称 ) C. quadratus, ゴウシュウウオジラミ (新称 ) C. sclerotinosus, ヤマグチ
ウオジラミ (新称 ) C. seriolae, ブリウオジラミ (改称 ) C. spinosus, ウミタナゴウオジラミ (新称 ) C. tanago, 

キュウセンウオジラミ (新称 ) C. triangularis，および未同定種 Caligus spp．また，プランクトンとして記録
されたウキウオジラミ (新称 ) C. undulatusの情報も含めた．本目録により，北太平洋から 23種，瀬戸内海
から 17種，東シナ海から 10種，日本海から 5種，オホーツク海から 2種が報告されていることが明らかに
なった．また今回，筆者らが調べた標本は，ヤガラウオジラミ，フグウオジラミ，モンガラカワハギウオジ
ラミ，ゴマフウオジラミに同定され，それぞれヤガラ科のアオヤガラ，フグ科魚類のコモンフグとシロサ
バフグ，カワハギ科魚類のソウシハギ，フグ科のクサフグが新宿主として追加された．これらの整理と結
果に基づいて，亜熱帯海域における研究や生態・生活史研究の必要性などを述べた．

はじめに

　ウオジラミ属Caligus (以下，ウオジラミ類 )

はカイアシ亜綱管口目ウオジラミ科に属す
る甲殻類である (Yamaguti, 1963; Kabata, 1979; 

Boxshall & Halsey, 2004; Ho & Lin, 2004)．本属
には 250種以上が知られ，魚類に寄生するカ
イアシ類のなかで最も大きなグループである
ウオジラミ科 (465種以上 ) の約 54%を占める 
(Boxshall & Halsey, 2004)．海水魚と汽水魚の体
表や鰓などに寄生する．時に養殖魚に寄生して
斃死を招くほか (藤田ほか，1968)，「皮膚カリ
グス症」(無記名，2004) という魚病名で知ら
れるように，ウオジラミ類が多数寄生した養殖
シマアジは異常遊泳や成長阻害を示す (福田，
2001)．また，魚市場等で扱われる海水魚にウオ
ジラミ類が発見されて問題になることがあり
(夏目 , 2007)，外国から日本に持ち込まれたと
考えられるウオジラミ類も報告されている (Ho 

et al., 2001, 2004; Ho, 2004; 大塚 , 2010)．
　このような魚類病害虫，食品寄生虫および外
来寄生虫としての重要性を考えると，ウオジラ
ミ類に関する知見を整理しておくことは意義
があると思われる．日本産ウオジラミ類に関し
て，Yamaguti (1963) とMargolis et al. (1975) が
それぞれのモノグラフのなかで過去の知見を
整理したが，出版後すでに多くの年数が過ぎ，
新たな知見が蓄積されてきている．そこで本目
録では，日本産ウオジラミ類の既知全種につ

いて過去の文献を整理して，各種の情報を目録
として示した．ここに収録した文献の出版年
は1927–2010年であり，1927年はわが国でウオ
ジラミ類が初めて報告された年である (丸川 , 

1927)．また，筆者らが2005–2007年に瀬戸内海
沿岸や高知県，沖縄県で漁獲した海水魚6種か
ら採集したウオジラミ類の標本を観察し，その
同定結果を含めた．これらの整理と作業によ
り，わが国からは33種  (うち1種はプランクト
ンとして報告 ) および未同定種が報告されてい
ることが明らかになった．
　本目録では，種小名のアルファベット順に並
べた各種において，標準和名と最新の学名をま
ず記し，異名リストと宿主，寄生部位を示した
あと，地理的分布を示した．異名リストに示し
た学名はわが国で用いられたものに限り，これ
を欠くものは異名での報告がわが国にないこと
を示す．各異名の直後には，それらを報告した
著者名と出版年を示した．宿主である魚類は，
中坊 (2000) が示した分類体系に従って配列し，
標準和名と学名を記した．この際，過去の論文
で現在の和名と学名と異なるものが使われた
場合には括弧内にそれを記した．引用した文
献に寄生部位に関する情報がない場合は「－」
で示した．地理的分布に関する情報は海域 (北
太平洋，オホーツク海，日本海，瀬戸内海，東
シナ海 ) ごとに整理し，都道府県名を含む詳細
な採集地と出典情報 (著者名と出版年 ) を示し
た．都道府県名は北から南に順に配列した．原
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典に詳細な採集地の情報を欠く場合には「－」
で示した．備考では，新標準和名や改称の提案
根拠や当該種に関する情報などを記した．な
お，国際動物命名規約第 4版 (動物命名国際審
議会，2000) に従って，種小名，異名リスト，新
参異名などの用語を本目録で用いた．
　ウオジラミ類の形態・分類と生活史に関し
てはKabata (1979) とHo & Lin (2004) によるモ
ノグラフが有用である．特に後者は，台湾にお
けるウオジラミ科カイアシ類を扱ったもので
あるが，日本産ウオジラミ類に関する多くの情
報が含まれている．また，最近出版された大塚 
(2010) の総説には，ウオジラミ類に関する多く
の知見が紹介されている．中国と韓国のウオジ
ラミ類についてはSong & Kuang (1980) とKim 
(1998) からそれぞれ情報を得ることができる．
現在ではほとんど利用できないが，Yamaguti 
(1974) が日本産ウオジラミ類26種の雌成体の検
索表を作成している．また，サバ亜目とサバ科
魚類に寄生するウオジラミ類に関してはSilas & 

Ummerkutty (1967) とCressey & Cressey (1980) 

から多くの情報を得ることができる．魚病学的
に重要なウオジラミ類の知見は江草 (1978)，中
島 (1983)，小川 (1983, 1996, 2004, 2008)，畑井 
(2007) によって纏められている． 

日本産ウオジラミ属カイアシ類の目録

カイアシ亜綱
Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830

　カイアシ類は漢字では「橈脚類」と記され
る (例えば飯島 , 1919; 椎野，1964, 1969; 内田，
1965, 1972)．ここでは，文部省・日本動物学会 
(1988) に従い片仮名で示す． 

新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys & Boxshall, 1991

管口目 (シフォノストム目 )　
Order Siphonostomatoida Burmeister, 1835

　Siphostomatoidaはウオジラミ目 (文部省・日
本動物学会，1988; 八杉ほか，1996) あるいはシ
フォノストム目 (ウオジラミ目 ) (大塚 , 1997, 

2000; 大塚・駒井 , 2008)  と記されることもあ
る．しかし，ウオジラミ目はOrder Caligoida

の和名  (椎野，1964, 1969, 1979; 内田，1965, 

1972) であり，Siphonostomatoidaに用いるの
は適切ではない．いっぽう，わが国では飯島 
(1919: 471) がその著書『動物学提要』のなかで
Siphonostomataを管口類と記した．後年，稲葉 
(1988) を除いて，この和名は使われることなく
忘れられてきたが，飯島による使用が国内最初
でかつ適訳であるので，本報ではこの事実を尊
重して管口目を用いる．

ウオジラミ科
Family Caligidae Burmeister, 1835

　『日本動物図鑑』(内田，1927) で丸川 (1927) 

は「よしきりじらみ Echthrogaleus coleopteratus 

Guérin, めばちじらみ Caligus mebachii Maru-

kawa，かじきじらみ Caligus longicaudatus Maru-

kawa」の 3種を「うをじらみ科」に所属させ，
また『改定増補日本動物図鑑』(内田，1947) で
丸川 (1947) は後二者を単に「カリグス科」と
記した．また『原色動物大図鑑 IV』(岡田ほ
か，1957) で椎野 (1957) は「さんまうおじらみ 

Caligus macarovi Gussev」を「うおじらみ科」
に含めた．その後，椎野 (1964) は著書『動物
系統分類学 7 (上 ): 節足動物 (I) 総説・甲殻類』
のなかで「ウオジラミ科 (Caligidae)」と記し
て両者の関係を明確し，内田 (1972) もこれに
従った．椎野 (1965) は『新日本動物図鑑 [中 ]』
(岡田ほか，1965) で「たかのはじらみLepeoph­

theirus goniistii Yamaguti，しいらじらみCaligus 

coryphaenae Steenstrup et Lütken」の 2種を「う
おじらみ科」に含めた．さらに，椎野 (1979) は
『新編日本動物図鑑』(岡田，1979) で「しいら
じらみCaligus coryphaenae Steenstrup et Lütken」
を「うおじらみ科」に含めた．近年，大塚ほか 
(2007) は本科をカリグス科と記した．このよう
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に歴史的にみると，本科に対してウオジラミ科
とカリグス科のふたつの和名が用いられてき
たが，丸川 (1927) による「うおじらみ科」に使
用が最初で，それはCaligidaeに相当するので，
本報ではウオジラミ科を用いる．

ウオジラミ属
Genus Caligus Müller, 1785

　Caligus属に対してウオジラミの和名を最初
に用いたのは椎野 (1964) で，この和名が今日ま
で使われている (内田，1965; 椎野，1969; 八杉
ほか，1996)．

ヒラマサウオジラミ (新称 )

Caligus aesopus Wilson, 1921

　異名リスト : Caligus spinosus (Shiino, 1960)

　宿主 : ヒラマサ Seriola lalandi (=Seriola au­

reovittata)，不明魚種 (‘unknown host’)

　寄生部位 : 鰓 

　地理的分布 : 北太平洋 (三重県島勝 : Shiino, 

1960)

　備考 : 標準和名は，宿主の和名に因む．Shiino 
(1960) が Caligus spinosus と同定した個体は，
最近，本種とされた (Choe & Kim, 2010)．東太
平洋，インドやニュージーランドのほか，近
隣では台湾と韓国から記録がある (Lin & Ho, 

2007b; Choe & Kim, 2010)．

カツオウオジラミ (新称 )

Caligus bonito Wilson, 1905

　異名リスト : Caligus kuroshio (Shiino, 1959a)

　宿主 : カツオKatsuwonus pelamis (=Euthynnus 

pelamis)，クロマグロThunnus thynnus

　寄生部位 : 鰓，鰓蓋内面，口腔
　地理的分布 : 北太平洋 (関東地方周辺海域 : 

桑原 , 1959; 静岡県焼津 : Yamaguti, 1936, 三重
県浜島 : Shiino, 1959a)，－ (木原 , 1960)

　備考 : 新標準和名は，宿主のひとつであるカ
ツオの和名に因む．Shiino (1959a) によって記

載されたCaligus kuroshioは Pillai (1971) によっ
て本種の新参異名とされた．本種は南北太平
洋，南北大西洋，インド洋に分布し，多くのサ
バ科魚類に寄生する (Cressey & Cressey, 1980; 

Ho & Lin, 2001a, 2002, 2004)．

ベラウオジラミ (新称 )

Caligus brevis Shiino, 1954

　宿主 : オハグロベラ Pteragogus aurigarius 
(=Duymaeria flagellifera)，ササノハラベラ属の
1種Pseudolabrus sp. (=Pseudolabrus japonicus)，
キュウセンHalichoeres poecilopterus，イソギン
ポ科魚類 (Blenniidae gen. sp.) またはフサカサゴ
科魚類 (Scorpaenidae gen. sp.)

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県浜島 : Shiino, 

1954e)，瀬戸内海 (和歌山県白浜 : Shiino, 

1954e)

　備考 : 新標準和名は，宿主が所属するベラ
科の和名に因む．Shiino (1954e) は宿主として
Pseudolabrus japonicusを報告し，これは従来の
ササノハラベラに相当する．しかし，ササノハ
ベラ属に関する近年の分類学的研究によると，
従来ササノハラベラとされてきた種には 2種
が混在するため，ホシササノハベラとアカサ
サノハラベラの 2種とされたが，Pseudolabrus 

japonicusに該当する日本産ベラ科魚類はない
という (島田，2003)．このため，上記の宿主の
項ではササノハラベラ属の 1種とした．また，
宿主としてイソギンポ科とフサカサゴ科を記
したが，これはShiino (1954e) がそれら2科の魚
類を収めた標本瓶底に本種を発見したためで，
宿主を特定できなかったからである．他国から
記録はない．

ブダイウオジラミ (新称 )

Caligus calotomi Shiino, 1954

　宿主 : ブダイCalotomus japonicus

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県長島 : Shiino, 
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1954a)，瀬戸内海 (和歌山県白浜 : Shiino, 1954a)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．瀬
戸内海で採集された個体は，京都大学理学部
附属瀬戸臨海実験所に併設されている水族館
の水槽中を遊泳していたものである (Shiino, 

1954a)．台湾から記録がある(Ho & Lin, 2007b)．

ニザダイウオジラミ (新称 )

Caligus cordiventris Shiino, 1952

　宿主 : ニザダイPrionurus scalprum (=Xesurus 

scalprum)

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 瀬戸内海 (和歌山県白浜 [瀬
戸 ]: Shiino, 1952; 椎野 , 1955)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．他
国から記録はない．

シイラウオジラミ (改称 )

Caligus coryphaenae Steenstrup & Lütken, 1861

　異名リスト : Caligus tesserifer (Shiino, 1952)

　宿主 : ヨシキリザメPrionace glauca (=Isurus 

glaucus)，シイラCoryphaena hippurus，カツオ
Katsuwonus pelamis (=Katsuonus vagans)，クロ
マグロ Thunnus thynnus, スマ Euthynnus affinis 
(=Euthynnus yaito)，キハダThunnus albacares，カ
マスサワラAcanthocybium solandri

　寄生部位 : 鰓，体表，鰭
　地理的分布 : 北太平洋 (静岡県伊豆半島 : 

Shiino, 1952, 1959b; 三重県浜島 : Shiino, 1959b, 

1959c, 1960; 三重県尾鷲 : Shiino, 1959c; 和歌山
県勝浦沖 : Ho & Nagasawa, 2001a; 鹿児島県種
子島沖 : Venmathi Maran & Ohtsuka, 2008)，日
本海 (新潟県佐渡 : Honma & Kitami, 1979)，東
シナ海 (鹿児島県屋久島沖 : Venmathi Maran & 

Ohtsuka, 2008)，－ (Cressey & Cressey, 1980)

　備考 : 本種は椎野 (1965, 1979) によって「し
いらじらみ」と記された．しかし，ウオジラミ
属カイアシ類の和名としては魚種名にウオジラ
ミを付け加えるのが慣用であるので  (例 : サン
マウオジラミ )，シイラウオジラミへの改称を提

案する．Yamaguti (1936) によって本種と同定さ
れた個体はタイカイウオジラミ (新称 )  Caligus 

quadratus とされており (Shiino, 1959b)，その記
録はここには含めない．最近，種子島沖と屋久
島沖で採取されたプランクトン標本中に本種
が見つかっている (Venmathi Maran & Ohtsuka, 

2008)．椎野 (1965, 1979) による解説がある．本
種の分布は汎世界的であり (Cressey & Cressey, 

1980)，近隣では中国や台湾から記録がある (Ho, 

1963; Song & Chen, 1976; Ho & Lin, 2004)． 

ナンカイウオジラミ (新称 )

Caligus cybii Bassett-Smith, 1898

　宿主 : ヒラサワラScomberomorus koreanus

　寄生部位 : 鰓
　地理的分布 : － (Cressey & Cressey, 1980)

　備考 : 新標準和名は，本種が低緯度海域 (=南
海 ) を回遊する魚種に寄生することに因む．イ
ンド洋と西太平洋から記録がある (Cressey & 

Cressey, 1980)．

アカエイウオジラミ (新称 )

Caligus dasyaticus Rangnekar, 1957

　宿主 : アカエイ Dasyatis akajei

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県浜島 : Shiino, 

1960)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．イ
ンドと台湾から記録がある (Rangnekar, 1957; 

Ho et al., 2007)．

ハタウオジラミ (新称 )

Caligus epinepheli Yamaguti, 1936

　異名リスト : Caligus annularis (Yamaguti, 1963)

　宿主 : マハタEpinephelus septemfasciatus, キジ
ハタEpinephelus akaara, セトダイHaplogenys mu­

cronatus, クロダイAcanthopagrus schlegelii (=Spa­

rus macrocepahlus), スズキLateolabrax japonicus

　寄生部位 : 鰓，口腔，鰓腔
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　地理的分布 : 北太平洋 (三重県桃取 : Shiino, 

1952)，瀬戸内海 (兵庫県垂水 : Yamaguti, 1936; 

－ : Yamaguti, 1963)，東シナ海 (有明海 : 大塚ほ
か，2007)

　備考 : 新標準和名は，宿主2種 (マハタ，キジ
ハタ ) が所属するハタ科の和名に因む．セトダ
イからの記録に関してはYamaguti (1963: 49) の
モノグラフに極めて簡単な情報があるのみで，
詳細は不明である．また，このセトダイから得
られたCaligus annularisは最近，本種の新参異
名とされた (Boxshall & El-Rashidy, 2009)．本種
の形態は台湾産標本に基づいて再記載された
(Ho & Lin, 2003)．インド・西太平洋に分布し，
マレーシア，台湾，オーストラリア，南アフリ
カから記録がある (Yamaguti, 1954; Pillai, 1966, 

1985; Leong, 1984; Ho et al., 2000; Ho & Lin, 

2001b, 2003, 2004; Grobler et al., 2004; Boxshall 

& El-Rashidy, 2009)． 

ヤガラウオジラミ (新称 )

Caligus fistulariae Yamaguti, 1936

　宿主 : アカヤガラFistularia petimba，アオヤガ
ラ Fistularia commersonii (新宿主 )

　寄生部位 : 口腔，体表
　地理的分布 : 北太平洋 (鹿児島県奄美大島海
峡 : Shiino, 1964; 高知県黒潮町 : 本論文 )，東シ
ナ海 (長崎県長崎市 : Yamaguti, 1936; 沖縄県恩
納村 : 本論文 )

　備考 : 新標準和名は，宿主2種が属するヤガラ
属の和名に因む．筆者らが高知県産アカヤガラ，
沖縄県産アオヤガラから得た標本を調べたとこ
ろ，それらは本種に同定できた．アオヤガラは新
宿主である．2魚種から得た標本は，現在，国立
科学博物館に保管されている (NSMT-Cr 21371, 

21372)．台湾から記録がある (Ho et al., 2008a)．

フグウオジラミ (新称 )

Caligus fugu Yamaguti & Yamasu, 1959

　宿主 : ヒガンフグTakifugu pardalis (=Spheroi­

des pardalis)，コモンフグTakifugu poecilonotus 

(新宿主 )，コモンダマシTakifugu alboplumbeus 
(=Spheroides alboplumbeus)，クサフグ Takifugu 

niphobles (=Spheroides niphobles)，ト ラ フ グ
Takifugu rubripes (=Spheroides rubripes)，シロサ
バフグLagocephalus wheeleri (新宿主 )

　寄生部位 : 口腔，鰓，鰓腔
　地理的分布 : 瀬戸内海 (－ : Yamaguti & Yama-

su, 1959; 広島県五日市沖・竹原沖 : 本論文 )

　備考 : 新標準和名は，宿主 6 種が所属するフ
グ科の和名に因む．筆者らが広島県五日市沖の
シロサバフグ，同県竹原市沖のコモンフグから得
た標本を調べたところ，それらは本種に同定でき
た．シロサバフグとコモンフグは新宿主である．
2魚種から得た標本は，現在，国立科学博物館に
保管されている(NSMT-Cr 21373, 21374)．インド
から記録がある(Boxshall & El-Rashidy, 2009)．

カガミダイウオジラミ (新称 )

Caligus glandifer Shiino, 1954

　宿主 : カガミダイZenopsis nebulosa

　寄生部位 : －
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県尾鷲 : Shiino, 

1954i, 1956)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．台
湾から記録がある (Ho et al., 2008b)．

イシダイウオジラミ (新称 )

Caligus hoplognathi Yamaguti & Yamasu, 1959

　宿主 : イシダイOplegnathus fasciatus (=Hoplo­

gnathus fasciata)

　寄生部位 : 口腔
　地理的分布 : 瀬戸内海 (－ : Yamaguti & Yama-

su, 1959)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．韓
国から記録がある (Kim, 1998)．

モジャコウオジラミ (新称 )

Caligus lalandei Barnard, 1948

　宿主 : ブリSeriola quinqueradiata，ヒラマサ
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Seriola lalandi

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (紀伊半島・四国・九
州沖 : Ho et al., 2001)，瀬戸内海 (大分県津久見 : 

Ho et al., 2001)，東シナ海 (鹿児島県吾妻町・山
川町 : Ho et al., 2001)

　備考 : 新標準和名は，宿主の1種であるブリの
幼魚期の呼称に因む．本種がブリに寄生すると
スレや出血などの症状を起こす (福田 , 2008)．
韓国，南アフリカ，メキシコ，チリ，ニュージ
ーランドから記録があり，日本へは他国から持
ち込まれた可能性が示唆されている (Ho et al., 

2001; Ho, 2004)．

シイノウオジラミ (新称 )

Caligus laticaudus Shiino, 1960

　宿主 : マダイPagrus major (=Pagrosomus major)

　寄生部位 : 鰓蓋内面
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県浜島 : Shiino, 

1960)

　備考 : 新標準和名は，本種を記載した椎野季
雄博士に因む．ハワイ，マレーシア，インド，
中国，台湾から記録がある (Lewis, 1968; Leong, 

1984; Li, 1984; Pillai, 1985; Ho et al., 2000; Ho & 

Lin, 2004)．

クロダイウオジラミ (新称 )

Caligus latigenitalis Shiino, 1954

　異名リスト : Caligus dieuzeidei (Shiino, 1954f)

　宿主 : クロダイAcanthopagrus schlegelii (=Spa­

rus macrocepahlus, Acanthopagrus schlegeli)

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県桃取 : Shiino, 

1954b, 1954f; 三重県浜島 : Shiino, 1960; 三重県
引本 : Izawa & Choi, 2000; Izawa, 2004)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．
Shiino (1954f)がクロダイから得て Caligus 

dieuzeideiと同定した個体は本種とされてい
る (Lin et al., 1994; Izawa & Choi, 2000)．さらに
Shiino (1960) が板鰓類から得て本種とした個体

は，ウオジラミ属の別種であったことが明らか
になっている (Izawa & Choi, 2000)．韓国から記
録がある (Kim, 1998)．

シマアジウオジラミ (新称 )

Caligus longipedis Bassett-Smith, 1898

　異名リスト : Caligus amplifurcus (窪田・高桑 , 

1963; 窪田 , 1967)

　宿主 : シマアジPseudocaranx dentex (=Caranx 

delicatissimus)

　寄生部位 : 体表，鰭
　地理的分布 : 北太平洋 (静岡県 : 花田 , 1988; 

Ogawa, 1992; 三重県九鬼湾 : 窪田・高桑 , 1963; 

三重県沿岸 : 窪田 , 1967; 三重県尾鷲市 : 津
田 , 1992; 三重県 : 田中 , 2001; 高知県 :  Ogawa, 

1992; 高知県日本栽培漁業協会古満目事業場 : 

虫明 , 1996; 宮崎県 : 毛良・山田 , 1996; 毛良 , 

1997)，瀬戸内海 (愛媛県 : 松岡 , 1995, 2000, 

Madinabeitia et al., 2009; 大分県 : Ogawa, 1992; 

福田 , 1999, 2001)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．養
殖シマアジに寄生し (窪田・高桑 , 1963; 窪田 , 

1967; 福田 , 1999)，皮膚カリグス症に関する
解説がある (福田 , 2001; 小川 , 2004, 2008)．本
種の初期生活史や成長，寄生部位等がOgawa 
(1992) によって報告された．本種の分布は汎世
界的であり (Ogawa, 1992)，東アジアでは台湾
とマレーシアから記録がある (Ho & Lin, 2001b, 

2004; Venmathi Maran et al., 2008)．

サンマウオジラミ
Caligus macarovi Gusev, 1951

　異名リスト: Caligus fulvipurpureus (Shiino, 1954 

h, 1956)

　宿主 : サンマ Cololabis saira

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (北海道沖 : 山口・本
間 , 1992; 夏目ほか，2009a, 2009b; 東北沖 : 夏目
ほか，2009a; 宮城県塩釡港 : 堀田 , 1962; 東京都
伊豆大島近海 ; 倉田 , 1962; 三重県尾鷲 : Shiino, 
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1954h, 1956)，オホーツク海 (北海道沖 : 山口・
本間 , 1992)，日本海 (新潟県佐渡沖・石川県沖 : 

Nishimura, 1964)

　備考 : 椎野 (1957) と堀田 (1964) の解説に加
え，長澤 (1984) の総説のなかに本種に関する
記述がある．本種の寄生を受けたサンマの体表
には丸い穴が形成され「穴あきサンマ」と呼
ばれる (夏目 , 2007)．極東ロシアと韓国から記
録があるほか (Gusev, 1951; Kim, 1998)，米国カ
リフォルニア沖のサンマにも寄生する (Hughes, 

1973).

メバチウオジラミ (改称 )

Caligus mebachii Marukawa, 1927

　宿主 : メバチThunnus obesus

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : － (日本近海 : 丸川 , 1927)

　備考 : 本種は丸川 (1927) によって「めばちじ
らみ」と記された．しかし，シイラウオジラミ
の備考で記したのと同じ理由により，メバチウ
オジラミへの改称を提案する．本種は，わが国
で最初に報告されたウオジラミ属カイアシ類で
ある．昭和 2年に出版された『日本動物図鑑』
(内田，1927) のなかで丸川 (1927) が記載し，雌
雄成体の背面図を示した．しかし，本種の記録
はその後まったくなく，その存在が忘れられて
きた．これは，本種の記載が論文ではなく図鑑
に掲載されたこと，記載を行ったのが浮遊生物
学者の丸川久俊博士であったこと，さらに本種
はその後に出版された『改訂増補日本動物図
鑑』(内田，1947) に掲載されたものの，近年よ
く用いられている『新日本動物図鑑 [中 ]』(岡
田ほか，1965) には掲載されなかったことなど
が原因していると考えられる．加えて，わが国
で多くのウオジラミ類を記載してきた椎野季
雄博士は丸川の記載に一切言及せず，山口左仲
博士によるモノグラフ (Yamaguti, 1963) にも掲
載されなかった．また，世界中のサバ科魚類に
寄生するカイアシ類の研究を行ったCressey & 

Cressey (1980) も本種には何も触れていない．

このような状況のなか，Margolis et al. (1975) が
その存在を認めている．本種は，わが国で最初
に記載されたウオジラミ類であることから，分
類学上その存在を無視できないが，形態に関す
る情報が極めて乏しいため，現時点では本種の
有効性を論議することができない．今後，日本
近海で漁獲されるメバチから標本を得て，その
分類学的位置を明らかにすることが必要であ
る．他国から記録はない． 

トウヨウウオジラミ (新称 )

Caligus orientalis Gusev, 1951

　異名リスト : Caligus laticorpus (依田 , 1973) 

　宿主 : コイCyprinus carpio，ゲンゴロウブナ (=

カワチブナ ) Carassius cuvieri (=Carassius aura­

tus)，フナ類の 1種 (=マブナ ) Carassius auratus 

subsp.，ウグイTribolodon hakonensis，ワカサギ
Hypomesus nipponensis，イトウHucho perryi，ニ
ジマスOncorhynchus mykiss，メナダChelon hae­

matocheilus，ナンヨウボラ (=アカメ ) Moolgarda 

perusii (=Liza akame)

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : オホーツク海 (北海道藻琴湖・　
声問川 : Urawa & Kato, 1991)，日本海 (島根
県宍道湖 : 鈴本，1974; 島根県養魚場 : 松本，
1980)，瀬戸内海 (広島県芦田川河口 : 浦和ほ
か，1979; 室賀，1979)，東シナ海 (長崎県野母長
崎大学実験所 : 依田，1973)

　備考 : 新標準和名は，本種の種小名 (orientalis

＝東洋 )に因む．上記の宿主を見ても明らかな
ように，本種の宿主特異性は低い．汽水魚や塩
分を含む水で飼育された魚類に寄生して，疾
病や斃死を招くことがある (依田，1973; 鈴本 , 

1974; 浦和ほか，1979; 室賀，1979; 松本，1980; 

Urawa et al., 1991)．本種はGusev (1951) により
極東ロシアのピーター大帝湾産海水魚から得
た標本をもとに記載された．中国，韓国，台湾
にも分布し (Shen, 1957; Hwa, 1965; Kim, 1998; 

Lin & Ho, 1998a, 1998b; Ho & Lin, 2004; Ven-

mathi Maran & Ohtsuka, 2008)，台湾や中国では
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魚類に疾病を起こす (Ho, 2000)．本種の生物学
的知見がNagasawa (2004) によって整理されて
いる．

エンガンウオジラミ (新称 )

Caligus oviceps Shiino, 1952

　異名リスト : Caligus dieuzeidei (Shiino, 1959c) 

　宿主 : フエフキダイLethrinus haematopterus，ウ
ミヒゴイParupeneus chrysopleuron (=Pseudupe­

neus chrysopleuron)，ユウダチタカノハGoniis­

tius quadricornis，メジナGirella punctata，ブダ
イCalotomus japonicus (=Leptoscarus japonicus)，
ホシギンポEntomacrodus stellifer stellifer (=Sal­

arias stellifer)，カエルウオ Istiblennius enosimae 
(=Salaris enosimae)，ア イ ゴ Siganus fuscesens 
(=Teuthis fuscesens)，モロコシハギ属の 1種Mo­

nacanthus sp. (=Monacanthus setifer)

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県宇治山田付
近 : Shiino, 1952, 1959c; Lin et al., 1996; 三重県
和具大島・鳥羽答志島 : Shiino, 1959c)，瀬戸内
海 (和歌山県白浜 [瀬戸 ]: Shiino, 1952, 1959c)

　備考 : 新標準和名は，本種が多くの沿岸海水
魚に寄生することに因む．Shiino (1959c) が和
歌山県白浜から得たMonacanthus setifer はわが
国に産せず，それに最も近いモロコシハギは東
シナ海以南に分布するので，魚種を特定できな
い．そこで上記の宿主リストではモロコシハギ
属の1種とした．またShiino (1959c) がアイゴか
ら得てCaligus dieuzeideiとした個体は本種に同
定されている (Izawa & Choi, 2000)．台湾と韓国
から記録がある (Lin et al., 1996; Kim, 1998; Ho 

& Lin, 2004)．

マダイウオジラミ (新称 )

Caligus pagrosomi Yamaguti, 1939

　宿主 : マダイPagrus major (=Pagrosomus unicolor)

　寄生部位 : 鰓
　地理的分布 : 瀬戸内海 (兵庫県垂水 : Yama-

guti, 1939)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．本種
は，その形態がハタウオジラミCaligus epinepheli

と酷似するため両者が再記載され，台湾産近
似亜種と区別するためにCaligus pagrosomi pa­

grosomiとされたこともあった (Ho & Lin, 2003, 

2004)．しかし今は，Caligus pagrosomiの学名が
用いられている (Boxshall & El-Rashidy, 2009)．
台湾とオーストラリアから記録がある (Ho & 

Lin, 2003, 2004; Boxshall & El-Rashidy, 2009)．

サワラウオジラミ (新称 )

Caligus pelamydis Krøyer, 1863

　宿主 : サワラScomberomorus niphonius

　寄生部位 : 鰓弓，鰓，鰓蓋内面
　地理的分布 : － (Cressey & Cressey, 1980)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に因む．本
種の分布は汎世界的であり (Cressey & Cressey, 

1980)，近隣では韓国から記録がある (Choi et 

al., 1995; Kim, 1998)．

モンガラカワハギウオジラミ (新称 )

Caligus polycanthi Gnanamuthu, 1950

　異名リスト : Caligus canthidermis (Yamaguti & 

Yamasu, 1959) 

　宿主 : イソモンガラ Pseudobalistes fuscus 
(=Balistes fuscus)，アミモンガラCanthidermis 

maculata (=Canthidermis maculatus)，ソウシハギ
Aluterus scriptus (新宿主 )

　寄生部位 : 口腔，体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県鳥羽 : Shiino, 

1959c; 高知県沖 : 本論文 )，瀬戸内海 (愛媛県宇
和海 : 本論文 ; 不明地 : Yamaguti & Yamasu, 1959)

　備考 : 新標準和名は，宿主 2種 (イソモンガ
ラとアミモンガラ ) が含まれるモンガラカワハ
ギ科の和名に因む．筆者らが愛媛県産ソウシハ
ギから得た標本を調べたところ，それらは本種
に同定できた．カワハギ科のソウシハギは新宿
主である．その標本は，現在，国立科学博物館
に保管されている (NSMT-Cr 21375)．インド洋
と北西太平洋に分布し，近隣では台湾から記録
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がある (Gnanamuthu, 1950; Ho, 1966; Lin & Ho, 

1997; Ho & Lin, 2004)．

ガイヨウウオジラミ (新称 )

Caligus productus Dana, 1852

　異名リスト : Caligus katuwo (Yamaguti, 1936; 

椎野，1954d) 

　宿主 : シイラCoryphaena hippurus，カツオ
Katsuwonus pelamys (=Euthynnus pelamys)，クロ
マグロ Thunnus thynnus，キハダ Thunnus alba­

cares (=Neothunnus albacora)

　寄生部位 : 鰓，鰓蓋内面，口腔，体表
　地理的分布 : 北太平洋 (－ : Yamaguti, 1936; 関
東地方周辺海域 : 桑原, 1959; 三重県浜島 : 椎
野，1954d; Shiino, 1959b, 1959c; 三重県尾鷲・
津 : Shiino, 1959c)，－ (木原 , 1960; Cressey & 

Cressey, 1980)

　備考 : 新標準和名は，本種が外洋性魚類に寄
生することに因む．本種は熱帯域と亜熱帯域の
海洋に広く分布し (Cressey & Cressey, 1980)，近
隣では台湾から記録がある (Lin & Ho, 2001; Ho 

& Lin, 2004)．

ゴマフウオジラミ (新称 )

Caligus punctatus Shiino, 1955

　宿主 : ドチザメ Triakis scyllium，ウグイ
Tribolodon hakonensis，メナダChelon haemato­

cheilus (=Liza menada)，マハゼ Acanthogobius 

flavimanus，ナシフグ Takifugu vermicularis (?) 
(=Spheroides vermicularis)，クサフグ Takifugu 

niphobles (新宿主 ) 

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (宮城県松島湾 : Shii-

no, 1955)，日本海 (青森県浅虫 : Shiino, 1959c)，
東シナ海 (沖縄県屋我地島沿岸 : 本論文 )

　備考 : 新標準和名は，体表に多くの小斑点が
散在することに因む．Shiino (1955) が松島湾か
ら得てSpheroides vermicularisと報告した宿主
はナシフグに相当するが，その分布域は瀬戸
内海，九州西岸 (黄海～東シナ海 ) であるため 

(山田，2000)，宿主の同定あるいは学名の使用
を誤った可能性が高い．筆者らが沖縄県産ク
サフグから得た標本を調べたところ，それら
は本種に同定できた．クサフグは新宿主であ
る．その標本は，現在，国立科学博物館に保管
されている (NSMT-Cr 21376)．上記の宿主から
分かるように，本種の宿主特異性は低い．時に
宿主に斃死をもたらす (Ho, 2000)．中国，韓国，
台湾，マレーシアから記録がある (Shen, 1957; 

Lin, 1989; Kim, 1993, 1998; Lin & Ho, 1998b; Ho 

& Lin, 2004; Venmathi Maran et al., 2008)．

タイカイウオジラミ (新称 )

Caligus quadratus Shiino, 1954

　異名リスト : Caligus coryphaenae (Yamaguti, 

1936) 

　 宿 主 : サ カ タ ザ メ Rhinobatos schlegelii 
(=Rhinobatus schlegelii)， シ イ ラ Coryphaena 

hippurus，バショウカジキ Istiphorus platypterus 
(=Histiophorus orientalis)，カツオ Katsuwonus 

pelamys，キハダThunnus albacares (=Neothynnus 

macropterus, Neothunnus albacora)

　寄生部位 : 鰓，鰓蓋内面，体表
　地理的分布 : 北太平洋 (－ : Yamaguti, 1936; 

三重県島勝 : Shiino, 1954c; 三重県浜島 : Shiino, 

1959b, 1959c, 1960; 三重県津 : Shiino, 1959c)，
日本海 (佐渡達者 : Shiino, 1959c)

　備考 : 新標準和名は，宿主の多くが大海を遊
泳することに因む．上記宿主にサカタザメが含
まれるが，本種が外洋を遊泳する魚類に多く寄
生することを考えると，サカタザメは本種の本
来の宿主ではないかも知れない．北太平洋，イ
ンド洋，大西洋に分布し，近隣では韓国と台湾
から記録がある (Kim, 1998; Lin & Ho, 2001; Ho 

& Lin, 2004)．

ゴウシュウウオジラミ (新称 )

Caligus sclerotinosus Roubal, 

Armitage & Rohde, 1983

　宿主 : マダイ Pagrus major
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　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県 : 大塚 , 2000)，
瀬戸内海 (愛媛県宇和島 : Venmathi Maran & 

Ohtsuka, 2008; 愛媛県 : 大塚 , 2010; 大分県熊江 : 

Ho et al., 2004)，東シナ海 (長崎県 : 大塚 , 2010)

　備考 : 新標準和名は，本種がオーストラリア
(=豪州 ) で最初に記載されたことに因む (Rou-

bal, 1981; Roubal et al., 1983)．オーストラリア
以外では日本でのみ記録され，わが国には人為
的に持ち込まれた可能性が示唆されている (Ho 

et al., 2004)．養殖マダイに寄生する．最近，魚
類養殖場付近で採取されたプランクトン標本
中に本種が見つかっている (Venmathi Maran & 

Ohtsuka, 2008)．

ヤマグチウオジラミ (新称 )

Caligus seriolae Yamaguti, 1936

　宿主 : スズキ Lateolabrax japonicus，ブリSe­

riola quinqueradiata

　寄生部位 : 鰓，鰓蓋内面
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県尾鷲 : Shiino, 

1959c)，瀬戸内海 (不明地 : Yamaguti, 1936)

　備考 : 新標準和名は，本種を最初に記載した
山口左仲博士に因む．韓国から記録がある(Kim, 

1998)．

ブリウオジラミ (改称 )

Caligus spinosus Yamaguti, 1939

　宿主 : ブリSeriola quinqueradiata

　寄生部位 : 口腔，鰓
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県九鬼湾 : Izawa, 

1969; 三重県 : 田中 , 2001; 紀伊半島・四国沖 : 

Ho et al., 2001)，瀬戸内海 (兵庫県垂水 : Yama-

guti, 1939; Yamaguti & Yamasu, 1960; Choe & 

Kim, 2010; 愛媛県 : 松岡 , 1995, 2000; 大分県 : 

福田 , 1999)，東シナ海 (長崎県奈留町 : 藤田ほ
か，1968)

　備考 : 本種は中島 (1983) によって「ブリジラ
ミ」と記された．しかし，シイラウオジラミの
備考で記したのと同じ理由により，ブリウオ

ジラミへの改称を提案する．本種の寄生部位
は鰓と報告されたが (Yamaguti, 1939; Yamaguti 

& Yamasu, 1960)，藤田ほか (1968) の観察では，
本種は口腔内 (鰓弓，鰓は，口蓋等 ) に寄生し
鰓葉や体表に見られないという．本種が重度に
寄生した場合には，養殖ブリに大量斃死を招く 
(藤田ほか , 1968)．魚病学的見地からの解説が
ある (窪田，1974; 江草 , 1978; 小川 , 1983, 2004; 

松岡 , 1989; 中島 , 1993; 畑井 , 2007)．Shiino 
(1960) がヒラマサと不明魚種から得て本種と
同定した個体は，ヒラマサウオジラミCaligus 

aesopusに同定されている (Choe & Kim, 2010)．
オーストラリアと韓国から記録がある (Huston 

et al., 2007; Choe & Kim, 2010)．ただし，オース
トラリア産個体については形態の記載を伴って
いないため，その同定を再検討する必要がある．

ウミタナゴウオジラミ (新称 )

Caligus tanago Yamaguti, 1939

　宿主 : スズキLateolabrax japonicus，ウミタナ
ゴDitrema temmincki

　寄生部位 : 鰓，体表
　地理的分布 : 瀬戸内海 (兵庫県垂水 : Yama-

guti, 1939)，東シナ海 (有明海 : 大塚ほか，2007)

　備考 : 新標準和名は，宿主であるウミタナゴ
の和名に由来する．韓国から記録がある (Kim, 

1995, 1998)．

キュウセンウオジラミ (新称 )

Caligus triangularis Shiino, 1954

　宿主 : キュウセンHalichoeres poecilopterus

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県浜島 : Shiino, 

1954b, 1956)

　備考 : 新標準和名は，宿主の和名に由来する．
韓国から記録がある (Kim, 1998)．

ウキウオジラミ (新称 )

Caligus undulatus Shen & Li, 1959

　宿主 : －
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　寄生部位 : －
　地理的分布 : 瀬戸内海 (山口県宇部沖 : Ven-

mathi Maran & Ohtsuka, 2008)，東シナ海 (佐賀
県有明海 : Venmathi Maran & Ohtsuka, 2008)

　備考 : 新標準和名は，水中に浮遊 (＝浮き ) し
ていた個体がプランクトンとして採集されたこ
とに因む．本種は，アジアでは中国，インド，韓
国から記録がある (Shen & Li, 1959; Pillai, 1966, 

1985; Venmathi Maran & Ohtsuka, 2008)．

未同定種
Caligus sp. 

　宿主 : コイCyprinus carpio 

　寄生部位 : －
　地理的分布 : 日本海  (宍道湖 : 上野 , 1943)

　備考 : 宍道湖産コイからトウヨウウオジラミ
Caligus orientalisが報告されているので，本未
同定種もそれに同定できるかも知れない．

Caligus sp. 

　異名リスト : Caligus latigenitalis (Shiino, 1960)

　宿主 : ホシザメMustelus manazo，サカタザメ
Rhinobatus schlegelii

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県浜島 : Shiino, 

1960)

　備考 : Shiino (1960) が上記宿主から得てクロ
ダイウオジラミCaligus latigenitalisと報告した
個体はウオジラミ属の別種とされている (Izawa 

& Choi, 2000)．

Caligus sp. 

　宿主 : アイナメHexagrammos otakii 

　寄生部位 : 鰓
　地理的分布 : 北太平洋 (東京湾 : 市原ほか , 

1963)

Caligus sp. 

　宿主 : マルソウダ Auxis rocheri (=Auxistra 

peinosoma) 

　寄生部位 : 鰓
　地理的分布 : 北太平洋 (相模湾 : 加藤ほか , 

1963)

Caligus sp. 

　宿主 : キュウリエソMaurolicus muelleri

　寄生部位 : 体表
　地理的分布 : 日本海 (本州沖合 : Ho & Naga-

sawa, 2001b)

　備考 : キュウリエソ稚魚からカリムス幼体
が採集され，その形態はヤマグチウオジラミ
Caligus seriolaeに似るという (Ho & Nagasawa, 

2001b)． 

Caligus sp. 

　宿主 : － 

　寄生部位 : －
　地理的分布 : 東シナ海 (沖縄県沖縄島沖 : 

Venmathi Maran & Ohtsuka, 2008)

　備考 : 本種はプランクトン標本中から発見さ
れた (Venmathi Maran & Ohtsuka, 2008)． 

Caligus spp. 

　異名リスト : Caligus sp. (木原 , 1960; 窪田 , 

1967)，Caligus sp. 1, Caligus sp. 2, Caligus sp. 3 
(窪田・高桑 , 1963)

　宿主 : ブリ (=ハマチ ) Seriola quinqueradiata，
カンパチSeriola dumerili，シマアジPseudocaranx 

dentex

　寄生部位 : 鰓，口腔，口周辺
　地理的分布 : 北太平洋 (三重県 : 窪田・高桑 , 

1963; 窪田 , 1967)，－ (木原 , 1960)

　備考 : 木原 (1960) がブリから得たCaligus sp.，
窪田・高桑 (1963) と窪田 (1967) が三重県の養
殖魚からそれぞれ得たCaligus sp. 1とCaligus 

sp.は，寄生部位等の情報からブリウオジラミ
Caligus spinosusの可能性が高い．しかし，窪
田・高桑 (1963)  はCaligus sp. 1の宿主としてブ
リのほかにカンパチとシマアジを挙げており，
後二者はブリウオジラミの宿主として過去に
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報告がない．このためCaligus sp. 1をブリウオ
ジラミと断定できず，未同定種として扱う．ま
た，窪田・高桑 (1963) が三重県産ブリの鰓から
得たCaligus sp. 2とCaligus sp. 3についても情
報が極めて少ないため未同定種として扱う．

考察および今後の研究課題

　本目録の作成によって，わが国では 1927–

2010年の過去84年間に33種のウオジラミ属カ
イアシ類が報告されていることが明らかになっ
た．この 33種という数字は，世界的にみても 1

国あるいは1地域から報告されたウオジラミ属
の種数としてはかなり高い値である．例えば，
寄生性カイアシ類が比較的よく調べられている
インドで54種 (Pillai, 1985)，台湾で49種 (下記
参照 )，英国で 13種 (Kabata, 1979)，カナダで 5

種 (Kabata, 1988) であり，インドや台湾に及ば
ないものの，わが国におけるウオジラミ属の種
数はかなり高いことが分かる．このウオジラミ
類相の豊かさは，わが国が亜寒帯・温帯・亜熱
帯域を含む海洋に囲まれ，3,000種以上の種か
らなる豊かな海水魚類相に起因することは言
うまでもない．
　ただし，日本産ウオジラミ属カイアシ類相の
全体像を把握するという視点から 33種を考え
ると，筆者らは種数は今後さらに増えると推測
している．それは，わが国の亜熱帯水域からの
知見がほとんどなく，ヤガラウオジラミCaligus 

fistulariae (Shiino, 1964; 本論文 ) とゴマフウオ
ジラミC. punctatus (本論文 ) に加えて，プラ
ンクトン中に見出されたCaligus sp. (Venmathi 

Maran & Ohtsuka, 2008) の 3種の記録しかない
ためである．沖縄県とほぼ同じ緯度に位置す
る台湾での研究によれば，Ho & Lin (2004) が
モノグラフをまとめた時点で 33種，その後 16

種 (Ho et al., 2007, 2008; Ho & Lin, 2007a, 2007b, 

2010) が追加され，現時点で合計49種のウオジ
ラミ属が報告されている．このうち，日本から
記録されている種は 18種 (ヒラマサウオジラ
ミCaligus aesopus, カツオウオジラミC. bonito, 

ブダイウオジラミC. calotomi, シイラウオジラ
ミC. coryphaenae, ナンカイウオジラミC. cybii, 

アカエイウオジラミC. dasyaticus, ハタウオジラ
ミC. epinepheli, ヤガラウオジラミC. fistulariae, 

カガミダイウオジラミC. glandifer, シイノウ
オジラミC. laticaudus, シマアジウオジラミC. 

longipedis, トウヨウウオジラミC. orientalis, エ
ンガンウオジラミC. oviceps, マダイウオジラミ
C. pagrosomi, モンガラカワハギウオジラミC. 

polycanthi, ガイヨウウオジラミC. productus, ゴ
マフウオジラミC. punctatus, タイカイウオジラ
ミC. quadratus) で，残り 31種は日本で未報告
である．今後，南西諸島等で研究を進め，台湾
で発見されている種の分布を確認するととも
に，わが国における亜熱帯性ウオジラミ属カイ
アシ類相を解明することが重要である (長澤，
2010)．また，今後確実に進行すると考えられる
地球温暖化に伴って，亜熱帯性生物の分布域が
拡大すると推測され，この意味でも知見を欠く
亜熱帯海域におけるウオジラミ属研究に早急
に着手する必要がある．
　ウオジラミ属カイアシ類の海洋生物地理学的
視点に立てば，わが国で多くの調査が行われた
のは太平洋沿岸と瀬戸内海で，両海域からそれ
ぞれ 23種と 17種が記録されている (Table 1)．
これは，ウオジラミ属カイアシ類を多く記載し
た山口左仲博士と椎野季雄博士がそれぞれ京
都大学と三重大学に研究拠点を置いていたこ
とが関係していると考えられる．これに対して，
他海域では東シナ海から10種，日本海 (陸奥湾
を含む ) から 5種，オホーツク海から 2種が記
録されているに過ぎない (Table 1)．上記した亜
熱帯海域とともに，これら水域におけるウオジ
ラミ属のファウナに関する研究が必要である．
　わが国において，ウオジラミ属の種で生活
史の全体あるいは一部が解明されているのは，
ブリウオジラミCaligus spinosus，クロダイウオ
ジラミC. latigenitalis，シマアジウオジラミC. 

longipedisの 3種のみである (Izawa, 1969, 2004; 

Ogawa, 1919)．これらは養殖魚に寄生する種で
あるが，寄生率や寄生個体数の季節変動等につ
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いては知見がない．今後，効果的な防除対策を
立てるために，養殖魚に寄生するウオジラミ属
の生活史や生態研究が必要である．
　魚市場や小売店等でウオジラミ属カイアシ類
が食品衛生的な問題を起こすことがある．サン
マの体表に寄生するサンマウオジラミCaligus 

macaroviはその典型である (夏目 , 2007)．しか
し，時として近縁属のカイアシ類がウオジラミ
属に誤って同定されることがある  (例えば，カ
ジキの体表に寄生するカジキジラミGloiopotes 

longicaudatusがウオジラミ類に同定されてい

る : 東京都市場衛生検査所，1990: 9)．近年，食
の安全・安心への関心が高まっていることか
ら，魚類に寄生するカイアシ類が見出された際
には，研究機関に依頼するなどして，正確な同
定を行うことが必要である．
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Table 1.  Occurrence of 33 nominal species of Caligus in five regions of Japanese waters

Species NPO*  SIS* ECS* SJ*  SO* Unknown
Caligus aesopus +
Caligus bonito +
Caligus brevis + +
Caligus calotomi + +
Caligus cordiventris  +
Caligus coryphaenae + + +
Caligus cybii  +
Caligus dasyaticus +
Caligus epinepheli + + +
Caligus fistulariae + +
Caligus fugu  +
Caligus glandifer +
Caligus hoplognathi  +
Caligus lalandei + + +
Caligus laticadus +
Caligus latigenitalis +
Caligus longipedis + +
Caligus macarovi + + +
Caligus mebachii  +
Caligus orientalis  + + + +
Caligus oviceps + +
Caligus pagrosomi  +
Caligus pelamydis  +
Caligus polycanthi + +
Caligus productus +
Caligus punctatus + + +
Caligus quadratus + +
Caligus scleotinosus + + +
Caligus seriolae + +
Caligus spinosus + + +
Caligus tanago  + +
Caligus triangularis +
Caligus undulatus + +
No. of species 23 17 10 5 2 3

*NPO, North Pacific Ocean; SIS, Seto Inland Sea; SJ, Sea of Japan; ECS, East China Sea; SO, Sea of Okhotsk 
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